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      「何事にも刺し激げきは必要なのよ！」

　会長がいつものように小さな胸を張ってなにかの本の受け売りを偉えらそうに語っていた。

　そのまま背後のホワイトボードにキュキュキュと本日の議題を記すちびっこ生徒会長・桜さくら野のくりむ。それを俺達、碧へき陽よう学園生徒会の面々は……死んだ魚のような目で見守っていた。

『（遂ついに休日出勤かよ……）』

　しかも祝日含ふくめた三連休のド真ん中という、非常に微び妙みようなタイミングで呼び出された俺達生徒会である。連休の真ん中に予定が入ったら、それはもう連休とは呼ばない、呼べない、呼ばせない。会長以外の全員、テンションだだ下がりだった。

　まあ厳密な話をすれば、俺、杉すぎ崎さき鍵けん（高校二年生・副会長）的には基本嬉うれしいイベントではある。なぜならば、休日まで彼女達生徒会役員……碧陽が誇ほこる超ちよう絶ぜつ美少女達と一いつ緒しよに過ごせるのだ！　男ならば、そんな美味おいしいイベントを嘆なげくヤツが何処どこに居る！　どんなにメンバーの趣しゆ味み嗜し好こうがアレでも！　急なバイト欠勤で今まで築いてきたオーナーさんとの信しん頼らい関係がごっそり失われることになろうとも！　美少女達と戯たわむれられるならば、本望！　それが男というもの！　それが俺、ハーレム王・杉崎鍵（童どう貞てい）という男！

　…………のはずでは、あるのだが。

「そんなわけで、今日の議題は、これよ！」

　議題を書き終わった会長が、無む駄だに強気な姿勢でバンッとホワイトボードを叩たたく。

　そこに記されていた、本日の議題がまた……。



《カトリック系ミッションスクールの方々を迎むかえ、ありがたいお話を賜たまわる》



『（超ちようかったりぃ！）』

　今をときめく高校生の休日としては、最底辺の部類に入る過ごし方だった。

　元々嫌いやな伏ふく線せんはあったんだ。

　少し前に「碧陽学園のパンフレットを作る」という会議終わりで会長が参考に持ち寄った他校のパンフレットの一つを手に取って、一人ぶつぶつと……

「かとりっく系、みっしょんすくーる……なにこれ、凄すごいカッコイイ……」

　とか言い出したことがあった。しかしその時は知ち弦づるさん──この生徒会の参さん謀ぼう的立場であり、知的でグラマラスで妖よう艶えんという会長とは真逆の性能を持つ生徒会書記・紅あか葉ば知弦その人が、「アカちゃん（会長のニックネームだ）、帰りに美味しいおやつ買ってあげるわねー」と見事な会長回しを駆く使しして収めたはずだったのだが……どうやら、激しく残念ながら会長の中で火種は燻くすぶっていたらしい。

　そうして勝手に水面下で話を進めた挙句……今日というこの日に、わざわざ他校から生徒を招いて「ありがたいお話」を賜る機会を設けられてしまったというわけだ。

「流石さすがに他校の生徒呼んじまってる以上、もうサボれもしねーし……」

　俺の隣となりで同じ副会長の椎しい名な深み夏なつがツインテールを揺ゆらして項うな垂だれながら小さく愚ぐ痴ちる。俺のクラスメイトでもある彼女は、基本的に運動バカだ。今日のような企き画かくが一番苦手と言っていい性格なわけだが、相手方の学園を巻き込んでしまっている以上、ボイコットなんて失礼な真ま似ねも出来ず。

　結果、深夏に限らず俺達生徒会役員はイヤイヤながらも出席するハメになっている。

　流石の俺でさえ……それがいくら碧陽学園がミスコン的生徒会選挙で選んだ「美少女役員」達との会議といえども、そうそうテンションは上がりきらないというものだ。

　俺は嘆たん息そくしながら訊たずねる。

「会長、それで今日来るその……なんでしたっけ、『性黒光り学園』でしたっけ」

「なにその『笑ってはいけない○○』シリーズの舞ぶ台たいになりそうな学校！　違ちがうよ！　『聖クロニカ学園』だよ！」

「そうそう、それです。その学園ですが……共学なんスよね？」

「へ？　そうだよ？　それがどうかした？」

　会長の無む邪じや気きな質問に。俺は……拳こぶしに力を込め、思いっきり立ち上がりながら熱弁する！



「ミッション系スクールには、美少女シスターだけ在ざい籍せきしているべきじゃないッスか！」



「なにそのエロゲ的世界観！」

「それをなんだ、聞けば今回来る生徒達は、女子達の中にヤローが一人混じってやがるっつうハーレム的構成だとか」

「え、あ、うん……なんだっけな、羽は瀬せ川がわなんとかさんっていう男子が一人……」



「美少女達の中に男子一人なんつう生活環かん境きようのヤツぁ、大たい概がいロクなヤツじゃないッスよ！」



『…………』

　なんかメンバーから物もの凄すごい視線で見つめられていた。しかし俺は止まらない！

「っつうかむしろ死ね！　死んでしまえ！」

「先せん輩ぱい、それぐらいにしておきましょうか……」

　深夏の妹であり、生徒会会計の後こう輩はい、真ま冬ふゆちゃんに窘たしなめられる。まあたしかに、暴言が過ぎたかもしれない。俺は憤ふん慨がいしながらも着席した。

　真冬ちゃんが苦笑しながらも、フォローしてくれる。

「まあ、テンション上がらないのは真冬も同じですけど……折角ミッション系なら──」

「おぅ、言ってやれよ真冬ちゃん！」

　ああ、やっぱり真冬ちゃんは天使だ。インドアだったりゲーム漬づけだったりと多少アレなところはあるとはいえ、やっぱり基本的には控ひかえめで心優しい俺の味方──



「ドＳ神父とノンケ生徒のカップリングが来ないんじゃ、なんの意味もないですよね！」



「…………」

　鼻息荒あらく「むふー」といった様子で熱弁する真冬ちゃんをボンヤリ見守り、他の三人に視線だけで「俺もあんな風だった？」と確認すると全員がこくんと頷うなずいたので、色々反省して俺は俯うつむいた。うん……聖クロニカ学園の方々の前では、色々自重しよう、そうしよう。

　いつもの如ごとく生徒会がグダグダになってきたところで、会長が壁かべ掛かけ時計を見て「あ」と声を漏もらす。

「そろそろ、『隣りん人じん部』の人達が来る時間だよ！　皆みんな、ぴしっとして！」

　時計を見ると午後一時五十五分。どうやら二時ジャストの待ち合わせらしい。

　全員が少し緊きん張ちようする中、知弦さんが「ところで」と切り出してくる。

「アカちゃん。ずっと気になってたんだけど、『隣人部』って一体どういう活動をされている方々なのかしら？」

　流石知弦さん、とても大事なことを訊ねる。思えば、俺達は相手のことを何も知らない。これじゃあ失礼の無い応対以前の問題だ。五分前とはいえ気付いて良かった。

　深夏が椅い子すをぐらぐらさせながらボヤく。

「付き合いやすいヤツらだといいよな。ネーミング的には、ほら、なんかスケッ○団的なもんっぽい気もするぜ」

　言われてみればそうだ。隣人部。……うん、なかなか親しみやすそうじゃないか。

　会長はなにやら束になっているプリントの一枚を手に取ると、「えーと、なになに……」とそこに書かれていることをそのまま機械的に読む。



「『キリスト教の精神に則のつとり、同じ学校に通う仲間の善き隣人となり友ゆう誼ぎを深めるべく、誠心誠意、臨機応変に切せつ磋さ琢たく磨まする』部活動……だって」



『なんてとっつき辛づらい集団！』

　げんなりだった。ボケ集団たる生徒会にしてみれば、びっくりする程の天敵ぶりだった。言葉が難しすぎて内容が分かってないらしい会長を除き、全員が今日の堅かた苦くるしそうな会合を想像して意い気き消しよう沈ちんする中、チクタクと時計の音だけが生徒会室を満たす。

　ちく、たく、ちく、たく、ちく、たく。……ちく、たく、ちく、たく、ちく、たく──

「…………えーと」

　壁掛け時計を見ながら、妙みように張はり詰つめていた静せい寂じやくを破って口を開く。

　二時五分。……うん。

「会長、二時の約束……なんですよね？」

「う、うん、そのはずだけど……」

　流石の会長も不安げだ。知弦さんがプリントを確認する。

「確かに二時の約束みたいね……。アカちゃん、隣人部の方々が道に迷ってたりする可能性は……」

「ないよ。だって、ついさっき学園へ到とう着ちやくしたって連れん絡らく貰もらったもん。顧こ問もんの真ま儀ぎ瑠る先生が、隣人部の人達は用意した控え室にもうスタンバってるって」

　流石ミッション系スクールの方々。きっちりしていらっしゃる。しかしそれなら……。

「じゃあ、なんで来ねーんだ？」

　深夏が当然の疑問を投げかける。しかし会長がそれに答えられるわけもなく。真冬ちゃんの「先生に電話してみては如何いかがでしょう？」という提案に乗り、会長は先生に電話した。

「……あ、真儀瑠先生？　あの、隣人部の人なんだけど……へ？　もう送り出した？　で、でもこっちには……あ、校内迷ってるのかな？」

　成なる程ほど、そういうことか。碧陽はそこそこ広いから──

「へ？　二時丁度に生徒会室前まで案内した？」

『は？』

　全員の頭上に「？」マークが浮うかぶ。意味が分からない。全く意味が分からない。

　会長が戸と惑まどった様子で訊ねる。

「だってまだ実際来てない……？　生徒会室前で、別れた……？　自分達のタイミングで、入りたい……から？　へ？」

『…………』

　会長のやりとりを受けて、全員、まさかという思いで戸の方を見つめる。人ひと影かげこそ見当たらなかったが、全神経を集中してみると、小さく人の声が聞こえることに気がついた。

「……からっ……あんたが先に……んであたしがっ……」

「ふん……肉………………馬ば鹿かが…………なかろう」

「……先輩方…………発明……によってスムーズに……なんで無視……」

「ふふ…………闇やみの眷けん属ぞく…………人前に姿をさら…………あんちゃ……」

「あにき……先せん陣じんを切るのは…………命を賭として…………さようですか……」

「よぅしっ、ここはまず俺の爆ばく笑しよう寄席よせでだな──」

《ガスガス！》

『（びくん！）』

　くぐもったやりとりの直後に、男性の気張った声がハッキリ聞こえたと思ったら、乱らん闘とうでもあったかのような喧けん噪そうの後、再び廊ろう下かはシーンと静まりかえってしまっていた。

　……生徒会役員一同、ごくりと生なま唾つばを飲み込み、目を見合わせる。

　正直、怖こわい。なんか超ちよう怖こわい。戸の前に得体の知れない集団の気配を感じる状じよう況きよう、ことのほか怖い。

　しかしこのままというわけにはいくまい。そしてハーレム王を名乗る以上、俺が矢や面おもてに立たねばなるまい。俺は決断すると……そろり、そろりと戸に近付いた。

　別に気配を消す必要は無いのだが……なんとなく、廊下に居る集団に気け取どられたくない。

　戸に辿たどり着つき、ゆっくりと取っ手に手をかけ……そして……。

『（……こくり）』

　会長・知弦さん・深夏・真冬ちゃんと頷うなずきあった後、思い切って戸を一気に開く！

　そこには！



『あ』

『え』



　目を見張るような美少女五名が──



　白目を剥むいて泡あわまで吹ふいている金きん髪ぱつ不良少年に、全員で歪いびつなプロレス技じみたものをかけているという、混こん沌とんとしか形容出来ない光景が存在した。



　　　　　　　＊



「あはは、あはは、お兄ちゃんはバカだなぁ！　初対面の人には、挨あい拶さつするんだぞ！　常識じゃないか！　ワタシがうんこ行ってなければなー！　でもそんなことも出来ない部長の夜よ空ぞらは、もっとうんこだな！」

　例の最悪とも言える邂かい逅こうから約五分。俺達はこの狭せまい生徒会室において、十二名という大所帯でテーブルを囲んでいた。……殆ほとんど葬そう式しきのような空気で。しかし、つい今し方遅おくれて到着したシスター服の幼女が場の空気にまったくそぐわないテンションで一人笑う。

「あははっ！　うんこ夜空、うんこ夜空なのだー！」

　そんな彼女の言葉に露ろ骨こつな苛いら立だちを見せた様子の隣人部の部長さん──三み日か月づき夜空さんが、スッと目を細め幼女……マリアちゃんとやらを見やった。

「……知ってたかマリア」

「うん？　なんだうんこ夜空──」

「この碧陽学園の女子トイレで休日に用をたした者はな、臀でん部ぶから腐くさって死んでしまうという話だ」

　なんか唐とう突とつにとんでもないこと言い出したぞあの人！

　生徒会の面々が唖あ然ぜんとし、隣人部の方々は慣れた様子でしれーっとしている中、蒼そう白はくな表情をしたマリアちゃんが必死に否定する。

「ええ!?　う、嘘うそだ！　夜空は嘘をついてるぞ！　そんなことあるわけない！」

「聞けマリア。この碧陽学園はな、勉学と遊興をキッチリ線引きする教育方針なのだ」

「そ、それがなんなのだ？」

「分からないか？　つまり、休日に学園に来るなど……万死に値する程の著しい校則違い反はんではないか！」

「！　そ、そうなのか!?」

　マリアちゃんが俺達……生徒会役員の方に縋すがるような視線を向けてくるも……俺達はそっと目を逸そらした。

「そ……そんな！」

　マリアちゃんがえらくショックを受けてしまっている。う……ご、ごめんよマリアちゃん。キミが来るまでの間に、俺達は超ちよう淡たん々たんとした自己紹しよう介かい（隣人部の方々が全員自分の名前言っただけ）しかしてないんだけど……それでも十分に、十二分に、伝わってくるものもあったんだ。

　そのうちの、一つがこれ。



　この三日月夜空という女子生徒には、絶対下手に逆らってはいけない。



　さっきから全く意識を取り戻もどさない羽は瀬せ川がわ小こ鷹だか君を見やる。……まず彼を保健室に運んだ方がいいのではという俺達の提案を却きやつ下かし、「この程度じゃタカ……小鷹という男はびくともしないさ」と妙に男前な謎なぞの信しん頼らい（？）を根こん拠きよに、彼を無理矢理着席させた時、俺達は全員「（ああ、この人は真性の……）」と色々悟さとったのだ。

「う、嘘なのだろ!?　なぁ、なぁ、生徒会の人！　うんこしてもお尻しり腐ったりは……」

「ええ、マリアちゃん、大だい丈じよう夫ぶよ」

　突とつ如じよ、知弦さんが優しい微笑ほほえみをマリアちゃんに見せる。マリアちゃんはその笑顔になんらかの希望を見み出いだしてぽわぁと安あん堵どの表情を見せているが……違ちがうんだ……違うんだマリアちゃん……その人はその人で……。



「用をたして五分以内に『知弦おねーちゃん大好き！』と三度叫さけべば血清が貰もらえるわ」



「知弦おねーちゃん大好き！　知弦おねーちゃん大好き！　知弦おねーちゃん大好き！」

　可か愛わいい幼女の従順な台詞せりふにうっとりする知弦さん。しかし間かん髪はつ入れずに夜空さんが腕うで時計を確認して告げる。

「あ、マリア大変だ、もうお前がトイレ行ってから六分経過しているぞ」

「うわぁー！　手て遅おくれなのだー！　死ぬのだー！　お尻から腐って死んじゃうのだー！」

「安心してマリアちゃん。血清はなんと私の人指し指に塗ぬってあるの。これを舐なめれば」

「なんと！　舐めさせて下さい！　もうちょっとこっちに……よぉし、あーん……」

「すまんなマリア、さっき彼女と握あく手しゆした時に思い切り拭ぬぐってしまったぞ人指し指」

「ぎゃー！　夜空のあほー！　うんこたれー！　人殺しー！」

「ま、マリアさん、あの、碧陽学園のおトイレは休日使っても大丈夫ですよ」

　流石さすがに見かねたらしい真冬ちゃんがフォローを入れる。マリアちゃんは途と端たんに真冬ちゃんに飛びつき、涙なみだ目めで「ホントか？　ホントか？」と確認、彼女によしよしとあやされて安堵の表情を浮かべていた。これには一同、ホッと一安心。

「「……ち」」

　ドＳ気質かたぎ二人組だけが至極残念そうにしていた。おい。

　そんなやりとりが一段落したところで……再び、生徒会室を十二人も若者が存在しているとは思えない静寂が満たす。

『…………』

　……なんだこの空気は。っていうか、この隣人部の方々、ずっと誰だれもこちらと目を合わさないな。夜空さんが不ふ機き嫌げんそうなのは勿もち論ろん、柏かしわ崎ざき星せ奈なさんとレイシス・ヴィ・フェリシティ・煌スメラギちゃん（本人がそう名乗っていたんだからそうなのだろう。いったい何人なのだろうか）はもじもじと下を見つめるばかり。

　なぜかメイド服を着た楠くすのき幸ゆき村むらさん（女性……だよな？）は、たまに小鷹君を「あにき……」と心配そうに見つめる以外は、ぼーと焦しよう点てんの定まらない様子で宙を見つめていらっしゃるし。

　マリアちゃんは一通り騒さわぎ終わると真冬ちゃんの抱だき心地ごこちが気に入ったのか「優しい匂においがするのだー」と抱きつきっぱなし。

　羽瀬川小鷹君は依い然ぜんとして意識不明。

　白衣を着たポニーテールの少女、志し熊ぐま理り科かさんに至っては机の上に謎の機械群を取り出して先程から一心不乱に何かかちゃかちゃと作業している。

　つまり、なんというか。

　その。

　ぶっちゃけた話。



『（全員対人スキル低くない!?）』



　基本社交的な碧陽学園生徒からすると、中々のカルチャーショックだった。そりゃ俺達の周りにも真冬ちゃんを始め人見知りの人間は当然居るが、一つの集団がここまで徹てつ底ていしてとっつき辛づらいというのは、ちょっと脅きよう威いだ。

　一応会話出来そうなのはマリアちゃんだが……さっき散々いじったし、いつまでも子供頼だのみというのも如何いかがなものか。本来ならばまず部長さんと喋しやべるべきなのだろうが……。

「……ふん」

　な、なんであの人ずっと不機嫌そうなの？　唯ゆい一いつ嬉き々きとしていたのはマリアちゃんをいじめる時だけだったし。なにより「話しかけるなオーラ」が尋じん常じようじゃない。あんなの見たことない。ＡＴフィールドの更さらに上を行くんじゃないかってレベルだ。

　そしてそれは程度の差こそあれ、他の隣人部メンバーにも言えることで。

　こうなってくると、希望は絶賛意識不明中の羽瀬川小鷹君だけになってくるが……。

「出来ました」

「へ？」

　理科さんが唐突に声をあげたので、驚おどろいてそちらに視線をやる。彼女はなにやらアイスピックのような形状のものを完成させていた。そのまま手元のボタンを押す。──と。

《バチバチ！》

『ひっ!?』

　先せん端たんから激しく電流による火花が散り、生徒会役員達がおののく。隣人部の面々はといえば、特に驚いた様子もなく、「あー」みたいな視線で理科さんを見ていた。え、なにその反応。日常茶飯事なの？

　理科さんはそのまま、バチバチ鳴っているその棒を──小鷹君に近づけていく。

「ちょ、ちょっと待って！　なんなのそのスタンガンみたいなの！」

　俺が慌あわてて制止すると、理科さんはこちらに視線を向けることもなく「ご心配無く」と説明してきた。

「小鷹先せん輩ぱいの意識を取り戻させる、気付け用のアイテムです。決してスタンガンなどと呼ばれるような凶きよう器きではありません」

「ご、ごめん。なるほど、つまりあれだね、ＡＥＤ的なものなんだね──」

「ちなみに理科はこれを『熊殺し』と名付けました」

「スタンガン以上にヤバげじゃねぇかよ！」

「安心して下さい、名前はハッタリです。威い力りよくはせいぜいアフリカゾウを殺せる程度です」

「あ、なぁんだ──ってなるか！　むしろ名前以上の威力誇ほこってんだろ！」

「まあ、それはあくまで最大出力時の話ですけどね」

「ああ、なんだ、出力絞しぼれるんだね」

「当然です。では……いきます！　出力98パーセント！」

「ほぼフルパワーじゃねえか！」



《バチバチバチバチ！》

「ぎゃああああああああああああああああああああああああああああああああ！」



『こ、小鷹くぅ──────────────────────────────ん！』

　生徒会の絶ぜつ叫きようが室内に響ひびき渡わたる。やばい、救急車、救急車を呼べ──

「……と、あれ？　俺、なんで……」

『!?』

　小鷹君が、特に体に異常も無い様子で目を覚ます。理科さんは自分の席に戻りながらふっとニヒルに笑いつつ呟つぶやいた。

「イッツ・ア・アメリカンジョーク」

「どこにアメリカンな要素が!?」

　アメリカに謝れ。とはいえ流石にちゃんと出力は絞っていたようだ。その割には小鷹君が断だん末まつ魔まみたいな声あげてたのが気になるが……。

「あ、そうか、ここは……はっ！　やべ……」

　なんにせよ小鷹君が起きてくれたのはありがたい。これでまともに会話が──。



「ごほんっ！……どうも……羽瀬川小鷹です……」

　

『（う？）』

　なんか俯うつむき加か減げんに鋭するどい瞳ひとみをギラつかせながら、ドスのきいた声で凄すごまれてしまった。

　気絶中の顔は間ま抜ぬけだったから油断していたけど……なんか染めるの失敗したような金きん髪ぱつだし……もしかしてこの人って……結構マジな……。

　俺達が緊きん張ちように強こわ張ばる中、小鷹君は怒いかりのせいか頬ほおを紅潮させ……人を心の底から震ふるえ上がらせるような歪ゆがんだ笑顔をニタァと浮うかべる。



「今日は一いつ緒しよに……た、楽しみましょうね……。……へ、へへっ」



『すいません許して下さい』

　気付けば生徒会役員全員が机におでこをこすりつけていた。

　小鷹く……小鷹アニキの「へ？」という声と、隣人部の面々による深い深い嘆たん息そくだけが生徒会室に響き渡る。

　とりあえず、学園同士の交流云うん々ぬん以前に、解決すべき問題は山積みのようだ。



　　　　　　　＊



　そんなこんなで、まともに会話が成立するようになるまで実に一時間を要した。

　しかしその甲か斐いあって、俺達にもようやく隣人部の面々との接し方が理解出来はじめている。色々と注意点はあるのだが、まず大前提として押さえておくべきは……。

「こほん。ではそろそろ、このあたし、柏崎星奈がパーフェクトな礼節と美声をもって、隣人部代表としての見事な演説を──」

「黙だまれ肉。いつ貴様が代表になったのだ」

「な、なによ夜空！　あんたがいつまで経たっても部長らしく喋らないから、このあたしが代わりに高説を説こうと──」

「ふ、笑わせるな肉よ。貴様が人様に語れることなど、せいぜいコンビニからの残飯調達方法とダンボール活用法、そして自じ販はん機きのおつり返へん却きやく口における小銭探しテク程度だろう」

「なんでこのあたしがホームレス代表呼ばわりなのよ！」

「だから、いつ貴様が代表と言った。おこがましいにも程があるぞ駄肉」

「ホームレス代表でさえおこがましいですって!?」

　……この通り。

　隣人部の面々は、そもそも、メンバー同士の仲が良くない。

　いやこの夜空さんと星奈さんがとりわけ犬けん猿えんの仲っていうのはあるんだが、他のメンバーにしたところで、おおよそ団結した仲間同士のようには思えないというか。

　そりゃ、生徒会室内が無言にもなる。生徒会との交流以前に、隣人部同士の交流が怪あやしいのだから。

　ただ、これがまた説明が難しいところなのだが、夜空さんと星奈さんは若干例外にしても、お互たがい嫌きらい合っている、という感じでもない。なんというか……。

「あにき。ばたばたしていて遅おくれましたが、今日の漫まん画がとおしょくじです」

「え、きょ、今日も用意してたのかよ……」

「あにき……もしかしてご迷めい惑わくで──」

　うるっと瞳をうるませる幸村さん。

「い、いやいやそんなことない！　そんなことないぞ幸村！　丁度ヤンキー漫画が読みたかったんだ、うん！　ナイスタイミング！」

「あにき……」

　……うん、まぁ今の幸村さんと小鷹アニキもとい小鷹君のやりとりを見ていても分かるんだが、一方から一方への好意（忠誠心）などはあれど、基本、全員空回り気味というか。例えば理科ちゃんの小鷹君に対する、俺でさえドン引きする程のセクハラとか。星奈さんから小こ鳩ばとちゃんに対するちょっとした犯罪者まがいの愛情とか。

　まあトータルの結論として、



「なんか……どことってもまともな友達関係はないんスね、隣人部の方々って」



『…………』

「え？」

　ぽつりと感想を漏もらすと、何か知らないが割と和わ気き藹あい々あいとし始めていた室内が静まり返ってしまった。隣人部の面々が現実から逃にげるかのように、会話を中断してそれぞれそっぽを向いてしまっている。

　俺が焦あせっていると、理科ちゃんが珍めずらしくしおらしい態度で訊たずねてきた。

「杉崎さんから見て……理科達は友達には、見えませんか？」

　なんだか妙みように悲しげな理科ちゃんの瞳に。

　俺は静まりかえる室内で、思わず「い、いや！」と大きな声を上げてしまう。

「け　喧けん嘩かするほど仲がいいって言うしな！　それじゃなくても、これだけ喋られるんだったら、もう全然友達って言えるんじゃないかな！　なぁ、小鷹君！」

　なんだかんだ一番喋りやすい小鷹君に話を振ふる！　初対面の時こそびびったが、幸村さんへの対応なんかを見るだに、この中じゃ一番常識人っぽい彼なら場の雰ふん囲い気きを察してちゃんと俺に合わせてくれると思われ──



「……あ、え？　すいません、全然聞いてませんでした」



『この状じよう況きようで!?』

　生徒会全員からツッコミが入る。小鷹君は妙に照てれ臭くさそうにさっき幸村さんから受け取った漫画を見せてくる。

「ちょっと漫画読んじゃってまして……すいません」

　彼の照れ笑いに、深夏が「い、いやそりゃいいけどさ。つまりな……」と今一度質問を投げかける。

「結局隣人部の面々って、まあダチ同士とも言えるんじゃねぇかって話をさ──」

「お、幸村、今日のパン美う味まいな！」

「碧陽学園さんの購こう買ばいにも卸おろしているという店で調達しましたゆえ」

『話聞こうよ！』

「うん？　あ、生徒会の皆みなさん、なにか言いましたか？」

　小鷹君の天然なのかなんなのかとぼけた態度に、理科さんは嘆息して「なんでもないです……」と引き下がった。う、うん、なんだったんだ、今のやりとりは。

　とりあえず空気を持ち直させるためか、会長が立ち上がって「と、とにかくまずは打ち解けるために、皆みんなで楽しくお喋しやべりしようよ！　ね！」と呼びかける。

　流石さすがにこんなお子様会長に気を遣つかわれたのでは誰だれも反論なんか持ち出せるはずもなく、少々ぎこちないながらも、それぞれが歓かん談だんを始めた。

　なんとなく俺はどのグループに入るわけでもない状況になったので、他のメンバーの交流を見て回ることにした。ちなみに俺と同じようにあぶれていた小鷹君がなんかソワソワしたような、同類を見るような希望に満ちた視線で俺を見つめてきているが、正直ウザかったので一いつ旦たん無視させていただく。

　まず視界に入ったのは、真冬ちゃん、理科ちゃんのコンビだった。

「なんと！　理科さんも真冬の同志でしたか！」

「まさかこんなところで同どう胞ほうに出で逢あってしまいますとは……これには流石の理科も興奮を隠かくしきれません」

　お、珍しく真冬ちゃんが人見知りせずに喋っているぞ。理科ちゃんと同じ趣しゆ味みがどうこう言っているが……ああ、そうか。理科ちゃんもゲーム好きそうだし、ゲーム話題で盛り上がって──



「「ＢＬ同人誌こそエンタテイメントの頂点です！」」



「さて他行くか」

　俺は夜空さんと知弦さんが談笑を交わしている平和そうな空間へと足を向け──

「まあ待ちなさいです先輩」

　なぜか真冬ちゃんに襟えり首くびをぐわしっと掴つかまれた。その握あく力りよくたるや、シリーズ刊行当初の病弱設定はホントなんだったのかと思わせるレベルだ。

「ちょ、なんで俺まで──」

「あ、杉崎さん少々お待ち下さい。今小鷹先輩も引っ張って来ますから」

「だから何な故ぜ!?」

　俺のツッコミも虚むなしく、小鷹君も理科ちゃんに連行されてきてしまった。彼は彼で理科ちゃんから事情を聞かされて「いやまったく理解出来ないんだが」などとツッコンでいたが、俺の隣となりに並ばされた途と端たん、なぜか頬を紅あかくしてチラチラこちらを窺うかがってきた。

「ま……まま、まったく、こ、こここ、困ったもんですよ──だよな！」

「お、おう？　まぁ……」

　なんだなんだ。なんで途と中ちゆうから急にフレンドリーな口調に変えてきたこいつ。そしてなぜ俺に話しかけては照れる。……おいおい、まさかとは思うがこの男……！

　俺が内心で戦せん々せん恐きよう々きようとしている間に、真冬ちゃんと理科ちゃんが二人して俺と小鷹君を舐なめ回すように観かん賞しようし始めた。

「……うん、いいです……幸村くんの性別が判明して以降、隣人部に足りてなかった成分が、ここに来て驚異の回復率を見せていますよ……！　じゅるり」

「中なか目め黒ぐろ先輩、守まもる先輩、アキバ君……決して彼らとのカップリングに飽あきたわけではないです！　ないですが！　やはり新キャラは萌もえますですね！　こればっかりは仕方ないです！　ね、理科さん！」

「それには同意せざるを得ませんね。大本命のカップリングがあったところで、そこはやはり人間。新しん鮮せんな存在にはどうしたってときめいてしまいます」

　言われていること自体にはドン引きなのに、ちょっと気持ちが分かってしまう自分がイヤだった。だってそれ、エロゲやラブコメにも言えることだし……。いいよね、出で遅おくれヒロイン。プリ○ュアも毎回後から出てくるキャラを好きになる、分かりやすい俺です。

「や、やめろよ理科。お、俺と杉崎君はそういうんじゃねぇんだからな。な、なぁ？」

「え……あ、ああ。勿もち論ろん」

　なんか小鷹君がすんごい気持ち悪い笑顔で同意を求めてきていた。いやそのツッコミには完全同意なんだけど……なんだろう、根本のところで同意見ではない気がする！

「な、なんですかこの杉崎先輩の反応！　真冬こんなの見たことないです！」

「小鷹先輩なんて完全に脈ありじゃないですか！　これは……これは！　久々のユニバァァァァースッ！」

「うん、とりあえずお前ら二人が俺と小鷹君を先輩扱あつかいしてないことは分かった」

　別に体育会系のノリ持ち出すわけじゃねぇけど、年上の男子生徒並べてハァハァ言う後こう輩はい女子二名にはなにかと反省してほしいと思う。

　更さらに言えば……。

「お、俺と杉崎君をそういう風に見るんじゃねぇよ！　俺と杉崎君はなぁ……もっと……もっとこう神聖な…………ぐふ」

「お前はお前で目を覚ませや小鷹」

　もう「君」付けする気にもならず、彼のくすんだ金きん髪ぱつをペシッと叩たたいてやった。まあちょっと馴なれ馴れしすぎたかもしれんが、これで小鷹も多少冷静に──

「……よ、呼び捨てスキンシップ……だと……？　やべぇ、この感覚……何年ぶりだ!?」

　──ああ、もうこいつはアレだな、末期なんだな。色んな意味で。逆に優しく見守ってやろう、うん。リハビリが必要な人なんだ、小鷹は。いや隣人部全員。

　そんなこんなで真冬ちゃんと理科ちゃんは俺と小鷹を並べてひとしきり観賞した後、すっかり意気投合した様子で、別の会話にシフトしていく。

「ふぅ、やはりＢＬの世界はたまりませんな、理科さんや」

「ええ真冬さんや。理科の頭脳を総動員して探求し続けても、未だ深奥が見えません。もはや将しよう棋ぎや囲い碁ごと同じカテゴリと言っても過言ではないんじゃないでしょうかね」

　ごめん理科ちゃん、俺は過言だと思う。凄すごく過言だと思う。

　縁えん側がわで茶飲み話をするおばあちゃん二人組の如ごとく、ほっこりした様子で並び立つ二人。ここだけ切り取れば長年の親友同士が醸かもし出すような温かい空気感に感動出来なくもないんだが、いかんせん繋つながり方が繋がり方だ。俺も小鷹君も全く羨うらやましくはなかった。

　しかし当人達は気にしていないようで、二人、まるでお互たがい遂ついに真の「友」と呼べる人間を見付けたかのように見つめあった後、うっとりとした様子で真冬ちゃんが告げる。

「理科さん。真冬、理科さん程のＢＬラバーに直接出逢ったのは初めてです！」

「そんな、理科なんてまだまだＢＬ小こ結むすびといったレベルですよ……」

　どんな階級制なんだよＢＬラバー。

「そんなことないです！　真冬……真冬、理科さんのオススメＢＬが読みたいです！」

「！　な、なんと……！　ＢＬラバーにとってこれほど光栄な言葉はありません！」

　おいおい、なんか理科さん感かん涙るいしてるぞ。小鷹が隣で「やべ、人の涙なみだ見てこんなに心が動かなかったの初めてだ」とか言ってたが、それには俺も完全同意だった。

　真冬ちゃんの要よう請せいを受けて、理科さんがごそごそとカバンを漁あさる。俺と小鷹は二人、

「「持ってきてんのかよ……」」

　とげんなりしていたが、真冬ちゃんは「流石理科さん、基本を押さえてますです」と彼女を再評価していた。真ま面じ目めな話をするために他校へ赴おもむく際にもＢＬ本持ち歩くのはＢＬラバーにとって基本らしい。滅ほろんでしまえＢＬラバー。いやこの二人以外のＢＬ好きの方々は絶対もっとまともだと思うけど。っていうかそもそもＢＬラバーってなんだよ。

　理科ちゃんは割と長いことカバンを「これでもない、あれでもない……」と漁っていた。

　俺と小鷹は、

「「複数冊あるのかよ……」」

　とさらにげんなり気味だったが、真冬ちゃんは「流石理科さん、基本にホント忠実です」と彼女を更に再評価していた。ＢＬラバー協会本部に呂りよ布ふを突とつ入にゆうさせてやりたい気分だ。

　理科ちゃんはたっぷり時間をかけて本の厳選を終えると、それを背中に隠して真冬ちゃんの目の前までやってきた。

「お待たせしました。これが理科のとっておき、現状最も愛するＢＬ本です」

「おおー」

　真冬ちゃんが目をキラキラさせながら、理科ちゃんの動向を見守る。

　理科ちゃんは無む駄だにたっぷりと間を置いた後……まるで印いん籠ろうでも見せつけるかのように、大おお仰ぎようにその本を顔の前に掲かかげて、叫さけんだ！



「これです！　この『ウィングガムダン×オヴァ初号機』本です！　これぞ至高！」



「…………」

「……あ、れ？」

　真冬ちゃんからなんの反応も無いことに違い和わ感かんを覚えた理科ちゃんが、そっと本の横から顔を出して様子を窺うかがう。真冬ちゃんはと言えば……。

「…………」

「え」

　理科ちゃんが唖あ然ぜんとするぐらいには、死んだ魚のような目をしていた。さっきまでの真冬ちゃんと同じ人間とは思えない程のテンションダウンである。

　理科ちゃんはすっかり戸と惑まどって「ど、どうしたんですか真冬さん！　我が同志！」と彼女に取りすがっていたが……まあ正直、傍はたから見ていた俺でも状じよう況きようは理解出来た。



「（その性せい癖へきは流石にマイノリティすぎただろう……）」



　別にＢＬ知識なんか微み塵じんも無い俺だが、それにしたって、理科ちゃんの嗜し好こうが多くのＢＬ好きのそれとは大分かけ離はなれていることぐらい、理解出来る。

　真冬ちゃんはそういった意味で、俺が知る限り至ってノーマル。オーソドックスな腐ふ女じよ子しだ。なんだよオーソドックスな腐女子って。セルフツッコミはさておき、彼女は定番の路線を、そのまま深ぁく突つき進すすんでいるタイプの女の子だ。

　つまり……。

「えと……ああ、あれですよね。パイロットのヒーロとキンジ君のカップリング──」

「そんな詐さ欺ぎではありません！　正しよう真しん正しよう銘めい、機体同士のぶつかりあいですよ！」

「……機体同士？……人間同士じゃなくてです……よね？」

「当然です。まあ、メカ×メカ本じゃなくて、人×メカ本も理科的にアリですが」

「メカ×メカ……人×メカ……」

「も、萌えますよね？　我が同志、真冬さ──」



「すいません、ちょっとなに言ってるか分かんないです」



「がーん！」

「「（あー）」」

　目の前で理科ちゃんがくずおれていた。まあ今のは俺や小鷹から見ても悲ひ惨さんだ。一いつ般ぱん人に批判されるのとはまた違ちがう。同志だと思っていた人間に突き放はなされる、この衝しよう撃げき。他の部分で嗜好が合がつ致ちしてしまっているだけに、だからこそ、なおのこと絶望的なその溝みぞ。

　それは真冬ちゃん側からも同様のようで、なんだか理科ちゃんを酷ひどく残念そうな瞳ひとみで見つめていた。

「ようやく分かり合える人と出で逢あえたと思ったのに……残念です」

「それは理科の台詞せりふです……」

　少し涙目で下から睨にらみ返す理科ちゃん。小鷹が「やべ、人の心がすれ違うシーン見て、こんなに痛快なの初めてだ」と呟つぶやいていた。それには俺も完全同意だよ小鷹。

　そうして、俺達の目の前で今、さっきまで長年連つれ添そった親友のようだった二人の関係が、破局を迎むかえる。

「真冬……理科さんとは、やっぱり少し距きよ離りを置かせて頂きたく思います……」

「残念ですが……それが妥だ当とうなようです。これ以上二人で居たら……理科達は、お互いを傷付け、不幸にするばかりです……」

「でも理科さん……真冬達の心は……心はいつだって……！」

「ええ。理科と真冬さんは友達では居られない。居られないですが……！　それでも！」

　なんか最終的に二人でガシッとハグしあっていた。

　書くまでも無いことだけど、その間、俺と小鷹は終始生気を失った瞳ですよ。なんだこの茶番劇。

　正直付き合いきれないにも程があるので、二人が無駄に感動的な抱ほう擁ようを交わしている間に、俺と小鷹はそっとその場を離れた。

　そうして、二人で頷うなずき合い、とりあえず癒いやしの空間に待たい避ひすることにする。



「あははっ、あははっ、くりむはお子様だなぁー！　夜空より年上とは思えないな！」

「うきゃー！　そんなことないもん！　私大人だもん！　今マリアと小こ鳩ばとと喋しやべってあげてるのだって、保護者としてだもん！」

「ククク……この高貴なる夜の血族レイシス・ヴィ・フェリシティ・煌スメラギを保護下におけるものなど、この世には存在し得ぬわ。唯ゆい一いつの例外と呼べるのは、狼ろう雅が・ヴェルヘイム・ゼイリスぐらいのものか……」

「ほらこんな小鳩みたいな子供放っておいたら大変でしょ！」

「だから子供ちゃうわ！　失礼な生き娘むすめめ！　こうなれば我が闇やみの力をもって使い魔まに──」

「危ないのだくりむ！　この吸きゆう血けつ鬼きめー！　十じゆう字じ架かアタッーク！」

「くく、そんなもの我が闇の衣で──痛いっ、物理攻こう撃げきなど効かぬわ──いっ、光の宝玉を用いたならばまだしも──いだだっ、効か……効かない言うとるやろあほー！」

「ほらほら、二人とも喧けん嘩かしちゃ駄だ目めでちゅよー」

「なんかくりむが急に大人ぶった！　なんだこれ！　凄くイラッとするぞ！」



　そんなこんなで、会長・マリアちゃん・小鳩ちゃんが三つどもえでバタバタと入り乱れる様子を見て、俺と小鷹はほっと一息つく。



「「（ああ、平和だ……）」」



　普ふ段だんならば頭の痛くなる喧けん噪そうだが、つい今しがたあの腐くさって淀よどんだ世界から抜ぬけ出してきた男達から見ると、この三人の喧嘩なんて子こ猫ねこのじゃれあいにも等しかった。

　小鷹と二人、しばし子猫三匹びきによる癒しの交流を堪たん能のうする。



「く、馬ば鹿か馬ば鹿かしい、直接貴様等の相手などしてられぬわ……このレイシス・ヴィ・フェリシティ・煌の悪あつ鬼き召しよう還かん魔ま法ほうサモン・ザ・デーモンでこの場を制圧してくれる！」

「悪鬼召還魔法サモン・ザ・デーモン!?　なんだそれは!?　どうして召しよう還かんを二回言うのだ!?　そして日本における悪鬼は節分に豆をまく程度で祓はらわれる存在だが、本当にそんな弱いヤツのチョイスでいいのか!?」

「え、ええい黙だまれ神の奴ど隷れいめ！　サモン・ザ・デーモンの威い力りよくを侮あなどるな！」

「そうだよマリアちゃん。きっと強いんだよー、『モンモン』。がぉーって」

「勝手に可愛い略りやく称しようをつけるなぁ！　がぉーとか言うのちゃうもん！　もっと禍まが々まがしいやつじゃもん！」

「なんだって!?　流行はやり病やまいを招くという悪鬼より、更さらに禍々しい存在なのか!?　そんなのもう、碧陽学園の周辺住民全員死んでもおかしくないではないか！　うわぁーん！　小鳩は真の人でなしじゃー！」

「ち、ちが、別にそこまではしな──」

「大だい丈じよう夫ぶだよマリアちゃん。きっと『モンモン』を禍々しくしても、ギ○モを水につけた時に出てくるグレムリン程度の怖こわさだよ」

「そんなんよりはずっと怖いわあほー！」

「うわー！　やっぱり空気感染する上に罹り患かんして五分で死に至るような病びよう原げん菌きんがやってくるんじゃー！」

「だからそんなんともちゃうわ！　デーモンは、デーモンはなぁ……」

「ちっちゃいお猿さるさんみたいなヤツだよね、モンモン。語ご尾びが『～だウキ』で」

「勝手にモンモン一人歩きさせんのやめぇやぁ！　うぅ、助けてあんちゃん……」



「「（ああ、ホント癒されるなぁ）」」

　生きつ粋すいのツッコミ役たる男子二名をして、全くツッコミ入れる気にもならないレベルのやりとりに心が洗われる。

　あれで一名高校三年生、一名中学二年生だっていうんだから恐おそれ入いる。

　そんなこんなでたっぷり精神力を回復させて貰もらった俺達は、少し気合いを入れ直して次の場へと向かう。そこでは……。



「「「…………」」」



　なぜか星奈さん、深夏、幸村さんの三人が互たがいに少し距離を取り合い構えていた。

「「（うわなんか超ちよう面めん倒どう臭くさそう……）」」

　俺と小鷹はアレな空気を察知して、夜空さんと知弦さんが談笑している平和そうな組み合わせの方へと向かおうとしたが、やはりそうすんなりは行かなかった。

「ちょっと待ちなさいよ小鷹」

「げ」

　星奈さんに小鷹が捕つかまった。俺はにこっと星奈さんに会え釈しやくだけすると、颯さつ爽そうと手を上げて小鷹に別れを告げる。

「じゃあな小鷹──」

「おう鍵、丁度いいところに来たな。ちょっとお前も来いよ」

「え」

　深夏に捕まった。……デスヨネー。俺と小鷹は目を見合わせて嘆たん息そくしつつ、仕方無く不ふ審しんな三人組の方へと加わる。

　合流してすぐに、小鷹が凄く面倒そうに頭をぽりぽり掻かきながら「で？」と切り出した。

「星奈も幸村も……えと、深夏さんも。一体なにしてんだ？」

　その彼の至極当然な問いに。三人は一いつ瞬しゆん目を見合わせ、直後、三者三様の答えを返す。

「だからさっきから言ってんでしょ、このあたし柏崎星奈こそ全ての頂点だって」

「だから、こと戦せん闘とうにおいてはこの中じゃどう考えてもあたしが一番だっつってんだよ」

「武の頂点となればわたくしも黙っておれません。あにきこそ最強です。まずはしゃていであるわたくしがお相手さしあげましょう」

「「は？」」

　俺と小鷹君がぽかんとする。三人は少しムッとした様子で、一いつ斉せいに告げてきた。

「最強はあたしよ」「最強はあたしだ」「最強はあにきです」

　そして、再びバチバチと火花を散らす三人。俺と小鷹は目を見合わせた後……くるりと彼女達に背中を向けた。

「「じゃあな」」

「待ちなさいよ」「待てよ」「おまちになって下さい」

　再び星奈さんと深夏に捕まった。俺と小鷹はげんなりしてこの会合に復帰する。

　俺は状じよう況きようを整理させて貰うことにした。

「つまりなんだ……誰だれが強いのかで揉もめていると、そういうことか？」

　その俺の問いに、なぜか星奈さんが「ふん」と俺を小こ馬ば鹿かにした様子で鼻を鳴らす。

「揉めてなんかいないでしょう。この二人があたしの言葉を認めないだけの話で。まったく貴方あなたの目は節穴なのかしら。罰ばつとして踏ふんであげるからこちらに来なさい」

「おおぅ」

　まだ大した交流も無いのにえらく上段から罵ののしられてしまった。これは……なんて……なんて……。

「おい星奈！　杉崎君に向かってそういう口の利き方はねぇだ──」

「いやいいんだ、小鷹。気にしてない」

「杉崎君？　いやでも今のは流石さすがに……」

「いいって言ってるだろ！」

　俺は思わず怒ど鳴なりつけると共に、すた、すたと星奈さんの……いや、星奈様の方に向かっていく。小鷹が「まさか……」と青ざめる中、俺は星奈様にしっかりとかしずいた。

　そして……。

「あら、いい心がけね」

　星奈様が俺の背をその少し尖とがり気味のヒールでぐいぐいお踏みになられる！　これには小鷹も大きな声を上げた！

「やめろって星奈！　お前そういうのは流石に──」

「いいって言ってんだろ小鷹！」

「杉崎君！　な、なんで……」

　俺の必死な剣けん幕まくに、小鷹がおののく。俺は……星奈様が俺を踏みつける中、実に凄みのある表情で、小鷹を怒鳴りつけてやった！



「需じゆ要ようと供給が合がつ致ちしてんだから、黙ってろよお前は！」



「合致してんの!?」

　小こ鷹だか驚きよう愕がく、深夏嘆息、幸村さんぼんやりだった。星奈様が小鷹に面倒そうに説明する。

「うちのクラスの男子にも結構いるのよね、この手のタイプ。っていうか小鷹以外に対するあたしの男子に対する接し方って、基本こんなだけど？」

「ええ!?　い、いやでもやめろよ！　す、杉崎君はそこらの凡ぼん百ぴやくの男とは──」

「はぁはぁ、初対面の超ちよう絶ぜつ美少女に踏まれてる、はぁはぁ。……なんか超ちよう至福！」

「……うん、そうね、これはうちのクラスの男子にもいない程の逸いつ材ざいね。下の意味で」

「……そうか」

　小鷹がなんだか酷ひどく悲しい瞳ひとみで引き下がってしまっていた。

　星奈様が俺の背をぐりぐり踏んだまま話を続ける。

「ほら、こうして初対面の男さえ支配下におけてしまうあたしって、やっぱり神に愛された完かん璧ぺきな存在と言えるじゃない」

　星奈様のその言葉に、しかし深夏はなぜか「ふふん」と妙みような反応をしたと思ったら、妙に明るい顔でツカツカとこちらに寄ってきた。

　お、這はいつくばった俺から、もうすぐ下着が見え──

「が────？」《ズドォォォォオオオオン！》

　──ると思った時には、背中から教室の壁かべにめり込んでいた。



『────』



　突とつ然ぜんの轟ごう音おんに室内がしんと静まりかえる。しかし俺が深夏に吹ふき飛とばされたのだと知ると、隣人部の方々は──

『え、ええええええええええええええええええええええええ!?』

　とドン引きというか、超ちよう常じよう現象でも見たかのようなリアクションを返し、しかし生徒会の面々からすれば見慣れているにも程がある光景のため、普ふ通つうにそれぞれの会話を続行し、隣人部の面々を戸と惑まどわせていた。

「え、あ、え？」

　星奈様はと言えば、俺を踏みつけていた体勢のまま硬こう直ちよくしている。一部始終を目もく撃げきしていた幸村さんが、

「まるで、達だる磨ま落としの如ごとくでした……」

　等と呟つぶやいていた。……うん、どうやら俺は星奈様に踏みつけられているところを、深夏に横からスッコーンと見事に蹴けり飛ばされたらしい。今になって背中と脇わき腹ばらに激痛が走ってきた。俺は呻うめきながらも壁からべろりとはがれ、よろよろと這うように星奈様の足の下へと戻もどっていくも、星奈様はドン引いておられた。

「ちょ、ちょっと、あんた大丈夫なの!?」

　蒼そう白はくな顔で俺から足を降ろす星奈様。俺はにこりと笑って応じた。

「大丈夫です。深夏は『ビジュアル的に派手で、実際すっげぇ痛いのに全く怪け我がはさせない能力』……通つう称しよう《暴力的非暴力》というスキル持ちですから」

「どこのマイ○ス十三組生徒よ！　っていうか、それにしたってなんで急に蹴り飛ばしたわけ!?」

　星奈様の疑問に、深夏は頬ほおをぽりぽりかきながら答える。



「え、鍵をより痛めつけた方が最強って話だろ？」



「全く違ちがうわよ！　あたしは、この、あらゆる男を服従させる美び貌ぼうと頭脳こそが究極的には最強だと主張してんのよ！　どんな強い男だって、支配下におけるんだから！」

「へ？　でもあたし、人類の男全部敵に回したところで圧勝できる自信あっけど」

「……………………どこの戦闘民族なのよ、この子……」

　星奈様はガックリと肩かたを落としていた。どうやら、彼女にもようやく深夏のキャラが……普通に張り合っても無む駄だなタイプだと理解出来たらしい。が、彼女は彼女で妙に負まけず嫌ぎらいの模様。素直に負けを認めもしなかった。

　星奈様は俺の背を踏むのを再開させながら、しばし何か作戦を練るかのように考え込んだ後、星奈様は改めて、余よ裕ゆうの表情を浮うかべてイニシアチブを取りに行く。

「ふ、ふん、暴力こそが力だなんて、悲しい価値観ね椎しい名な深夏さん」

　星奈様の鋭するどい切り返しに、動どう揺ようする熱血漢・深夏。

「べ、別にあたしはそういうこと言ってんじゃねぇよ！　そもそも、星奈自身は何もしてねぇのに最強名乗ってんのが、納得いかねぇんだよ！」

「先程貴女あなたが一人で語りに語りまくっていたワン○ースという漫まん画がには、敵に触ふれずして気絶させたり服従させたりする力をもった主人公が出てくると聞いたけど」

「ぐ……！」

　まさかの熱血漫画を用いた反論に、深夏が悔くやしそうに押おし黙だまる。星奈様、夜空さんに手玉に取られていた印象が強かったが、なかなかどうして、切れ者じゃないか。

　深夏がやり込められてしまったところで、しかし続いて幸村さんが口を開く。

「ふ……そういった意味でも、やはりあにきこそ最強です」

「ん？　どういう意味よ幸村」

　星奈様の疑問に、幸村さんはなぜか大層誇ほこらしげな様子で、少し胸を張って答えた。



「あにきは、どうちゅうすれ違ちがう全ての人から、つねに距きよ離りをおかれますゆえ」



「「…………」」

　星奈さんがジト目、小鷹が意い気き消しよう沈ちんしていた。小鷹……なんて憐あわれな男。星奈様に絶賛踏みつけられ中の俺に憐れん憫びんされるのもどうかと思うが。

　その場の全員が微び妙みような空気になる中、しかし幸村さんは滔とう々とうと続ける。

「あにきにかかれば、殆ほとんどの人間は路ろ傍ぼうの石でさえありません。なにせ近付いてこないばかりか、あにきから近付いても、あちらが避さけるからでございます。わたくしはそんな光景を沢たく山さんもくげきしてまいりました。聖クロニカ学園の廊ろう下かはもちろん、通学路でも、買い物中でも、果てはこの碧陽学園においてさえあにきは常に孤こ高こうな覇は道どうを歩──」

「もういいわ……もういいから、幸村」

　突とつ如じよ、星奈様は俺から足をどかされ、幸村さんに近寄ると彼女の肩にぽんと手を置いた。

「？　星奈のあねご？」

「このままじゃ小鷹が死んじゃうから……もう最強は小鷹でいいから。ね、深夏さん」

　星奈様の言葉に、深夏も気まずそうに応じる。

「お、おぅ、そうだな。うん。最強は小鷹だ。それでいいさ、うん。お前のあにきは強い。強いと言わざるを得ない。……………………主に精神的な意味で」

「星奈のあねご、深夏のあねご……。わたくし、お二人にあにきの偉い大だいさがお伝えできたことに、今、無類の感動をおぼえております。やりました、あにき」

「……おぅ、よくやったな……幸村……」

　小鷹が消えいるような声で彼女を褒ほめ、体調の悪そうな微び笑しょうを浮かべた後、幸村さんの頭を撫なでてやっていた。こ……小鷹！　お前ってやつは……お前ってやつは！

　俺は思わず生徒会の備品の中から白いタオルを持ち出し、小鷹に向かって投げた。それを頭からかぶり、若干しゃくりあげている風の彼の肩をがっちり抱だき、俺達はその場から離はなれる。

「きゃー！　理科さん見て下さいあれ！　あれ！」

「なんですか真冬さ──ユニバァァアアアアアス！」

　人類の最底辺二人組を当然の如くスルーし、小鷹を生徒会室の隅すみに置いた椅い子すに座らせる。彼は頭からタオルをかぶったまま、自じ嘲ちよう気味に呟いていた。

「へへ……燃えたよ……燃え尽つきたよ……真っ白な灰に……」

「小鷹ぁ！　大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫だって！　分かるヤツには分かるから、お前の中身は不良キャラに程遠いって！　ほらうちの生徒会の皆みんななんてもう既すでに──」

「本編の方で状じよう況きよう改善されないんじゃ、なんの意味もねぇよ……」

「こ、小鷹ぁー！　そんなこと言うなよ！　そんな、メタな悲しみを吐と露ろするなよぉ！」

「知ってるかい杉崎君……俺、『僕は友達が少ないけど、美少女の女友達は多いんだぜ』とか揶や揄ゆされて、結果、同じ残念系男子の仲間にも入れて貰もらえないんだぜ……」

「だから番外編だからって俺にそんなメタでヘビーな悩なやみ打ち明けられても！　頑がん張ばれよ！　心折れるなよ！　もうちょっとで完走だよこの番外編！　現在予定より若干ページ数多くなっているけども！」

「世の中で一番不ふ憫びんな主人公ってさ……実は、中ちゆう途と半はん端ぱにリア充じゆう感出てしまっている俺みたいな主人公なんだろうな……ふふ……」

「そんなこと言うなよ！　小鷹はちゃんと支持されてるって！　お前と友達になりたいヤツだらけだって、世の中！　っつうかぶっちゃけ隣人部も生徒会も、もうお前の友達──」

「あ、ごめん、なんだって？」

「いやなんで毎回そこだけ聞いてねぇんだよ！　俺今凄すごくいいこと言ったぞ！　場合によっちゃこの番外編の締しめにもってきていいぐらいの良台詞せりふ言ったぞ！」

「よしじゃあ夜空達の様子でも見てこようぜ杉崎君」

「メタな悩みからあっさり立ち直るほど触れてほしくないか、その辺！」

　なんか急に主導権握にぎりだした小鷹に連れられ、夜空さんと知弦さんが談笑する方へと向かう。……まあ、いつまでも男二人で主人公（ツッコミ役）の飲み会じみたことやってても仕方無いのは確かだしな……。

　色々釈しやく然ぜんとしないものはあるものの、意識を切きり替かえる。さて、他のメンバーと違って、夜空さんと知弦さんは最初から割と気が合っていたし、お互たがいなんだかんだ大人な性格してそうだから、そんなに面めん倒どうなこともないだろう。

　実際二人とも本当に笑顔で談笑して──ん？　笑顔？　知弦さんが？　笑顔で談笑？

　そんな違い和わ感かんを覚えたと同時に、二人の会話がようやく聞こえてきた。

　その楽しそうな会話の中身とは──



「日常系作品において黒くろ髪かみロングでドＳキャラ演じるなら、一度先せん輩ぱいたる私のところに挨あい拶さつ来るのが筋ってもんじゃないかしらねぇ、夜空さん（ニコニコ）」

「ああすまない、三巻ラストでとっくに髪かみなど短くしていたとはいえ、それを失念していたのは私のミスとも言えるな。なんせ『芯しんは優しい』みたいなハンパ設定のおかげで今やナマクラ刀のような似え非せＳキャラの貴女が、まさかおこがましくも、この今をときめくヒロインたる私の先輩を自認しているなど、思ってもみなかったものだから（ニヤァ）」

「あら、私耳が遠くなったかしら？　今をときめくヒロインがどうとか聞こえたけど……まさかよね。まさか夜空さんともあろう方が、星奈さんとの歴然とした人気差を自覚してないなんて、そんなことあるはずないわよね（ニコニコ）」

「はは、知弦はジョークが上手いな。最初からメインヒロインの可能性なんざ微み塵じんも無さそうな二流エロ要員如きが、このタカの幼おさな馴な染じみたる私に意見など、ははは、本当に片腹痛すぎて笑える（ニヤァ）」

「（……ニコニコ）」

「（……ニヤニヤ）」



「「（満面の笑みでドロッドロの口くち喧げん嘩かしとった！）」」

　俺も小鷹も背筋から震ふるえ上がる。なんだこの二人。二人とも笑顔で穏おだやかな様子のまま、妙みように静かにしていると思ったら……まさか最初からずっとこの調子だったのか!?

　小鷹が唇くちびるを震わせ、青ざめていた。俺も全く同じ顔色をしていることだろう。引き返したいと切に願うものの、二人とも体が動かない。そうこうしているうちに、当然の如く夜空さんと知弦さんがこちらに気付いた。

「ああ、小鷹。折角だからお前もこっちに来て会話に混じったらどうだ？（ニヤァ）」

「キー君、いいところに来たわね。一いつ緒しよに楽しくお喋しやべりしましょう？（ニコニコ）」

「「…………」」

　二人、素直に傍そばの椅子に着席する。……うん、逃にげるとかそういう選せん択たく肢しは無いよね。セーブポイントあると思って冒ぼう険けんしてたら突如ラスボスが二体出て来て逃げるコマンドも使えない、という状況にとても似ているかな。まともに戦ってもゲームオーバーが目に見えている戦力差だ。俺と小鷹は、ただただ大人しく震えているしかない。

　なぜか着席した俺を値ね踏ぶみするように眺ながめ回し、夜空さんが口を開く。

「……エロゲ好きでハーレム思想の完かん璧ぺき超ちよう人じん……ね。……ハンッ！」

　なんか鼻で笑われた。俺の代わりにイラッとした様子の知弦さんが訊たずねる。

「な、なにか問題あるかしら？　うちのキー君、こう見えても結構人気あるのよ？」

「それはそれは実に悪質なことだな。エロゲ好きを公言してオタク層を味方にしつつ、その実美少女侍はべらしてコミュ力も極めて高いただのリア充とは……なんてタチの悪い毒虫だ！　小鷹！　こんなのと友達になろうとなどするな！　精々犯やり捨てが関の山だぞ！」

「犯り捨て!?」

「犯らねぇし！」

　なんかとんでもない偏へん見けん持たれてる！　そして理科ちゃんと真冬ちゃんの二人組がきゅぴぃんと目玉を光らせてこちらを見ている！　ホント消えてしまえよアイツら！

　しかしこれには知弦さんもカチンと来たらしく、今度は逆に彼女が小鷹君をじっとりと眺め回して、鼻で笑う。

「……なんだ、小鷹をそんな目で見て。この痴ち女じよめ。黒肉め」

「なんか美お味いしそうでいいわね黒肉。まあそんなことはさておき、ふぅん……。……特にイケメンでもなく凛り々りしくもなく可愛くもない、不良かぶれ……。…………。……え、この子、どの層に向けているわけ？」

「な、なんだその言い草は！　小鷹は……小鷹はなぁ！」

　夜空さんがガタッと立ち上がり、そして、彼をフォローするべく告げる！

「確かにイケメンじゃないし汚きたない金きん髪ぱつだし笑いのセンスが絶望的だしコミュ力も底辺中の底辺だがな！　それでも！　それでも……」

「それでも？」

「…………」

「…………」

　四人の間に、沈ちん黙もくの時間が流れる。夜空さんは汗あせをだくだく掻かいた挙句……最終的には、とんでもなくテキトーな言葉で締めくくった。



「……わ、私は好きだぞ……」



「「「（なんか苦肉のフォロー来たぁ！）」」」

　小鷹が「おいそれ……」と呆あきれた様子で呟つぶやく。全然フォローになってないもんな。しかし夜空さんは何を勘かん違ちがいしたのか妙に照れた様子で「ち、ちが──」と続けた。

「す、好きと言っても違ちがうんだぞ!?　隣人部の貴重な部員として必要としているだけで、べ、別に小鷹の人間性なんか微塵も評価などしてないんだからな！」

「「「（なぜか更さらに追い打ちかけた！）」」」

　最も早はやフォローなのかアタックなのかよく分からなかった。

　夜空さんはこほんと咳せき払ばらいして仕切り直す。

「す、少なくとも小鷹は、そこの杉崎鍵みたいにリア充でありながらそれをオブラートに包むことで、さもリア充じゃありませんよ、読者の皆みな様さま側に立った人間ですよという悪質な振ふる舞まいはしていないからな」

「いや俺もそんなつもりは一切……」

「黙だまれリア充が！　友達沢たく山さん居て美少女複数人との恋れん愛あい模様も良好でイケメンの生徒会役員など……最早核かく兵へい器きと変わらないレベルの唾だ棄きすべき存在ではないか！」

「ちょっとキー君になんてこと言うのよ！　というかそんなこと言い出したら、そっちの小鷹君だってもう十分友達居るのにとぼけている悪質な男じゃない！　ねぇ！」

「おーい、小鳩ー、明後日あさつての晩飯何がいいと思うー？」

　小鷹が唐とう突とつに会話から抜ぬけていった。小鷹……まあ同じ男性主人公として気持ちは分からんでもないぜ……。

　知弦さんが更に続ける。

「そもそも何が『僕は友達が少ない』よ。少ないと言えるだけいいじゃない。私の知り合いの葵あおいなんたらなんてね、高校時代ただの一人も友達居なかったのよ！　休み時間は基本トイレと校内をうろつく作業だけで青春無む駄だに潰つぶしてきた、そういう人間なのよ！　居場所、あるだけいいじゃない隣人部！」

　なんの自じ慢まんだ。しかし夜空さんも反論する。

「馬ば鹿かな黒肉め。私の知り合いの平坂なんたらのぼっちぶりを舐なめて貰っては困るな。葵なんたらなど足下にも及およばぬ黒い青春時代の経験者だぞ！　そんな人間がこの作品のタイトルをつけたのだ！　文句は言わせないし、言う権利は誰だれにもない！　むしろ『少ない』と自己申告していることを評価しろ！　いないとは誰も言ってない！　そして小こ鷹だかの一いち人にん称しようはそもそも『僕』じゃない！」

「なにその詐さ欺ぎの言いい逃のがれみたいな反論！」

「ええい、タイトルの件で生徒会にぐちぐち言われる筋合いなどないわ！　バッチリ決まっていたのは『生徒会の一存』という最初の一巻だけだろう！　それ以降ずっと無理矢理な数字ネタをごり押した挙句、長ったらしいサブタイトルは世に全く定着しないというそんな惨さん状じようのシリーズが、よくもまあ他人の作品タイトルをディスれたものだな！」

「え？　なんですって？　聞いてなかったわ」

「貴様！　小鷹の持ちネタをパクるなんてどういう了りよう見けんだ！　そっちがそのつもりなら、こちらも両作品のアニメ話題まで持ち出す覚かく悟ごはあるんだぞ！」

「く……なんて覚悟なの……私が押されるなんて……！」

「この私にここまでさせるとは……紅葉知弦……侮あなどれない女だ……」

　なんか二人の間に、友情じみてはいるものの友情では絶対ない何かが芽生え始めていた。

　俺と小鷹はこれをチャンスとばかりに、そそくさとその場から抜け出す。流石さすがの夜空さんも知弦さんも今はお互い相手のみを見み据すえているようで、俺と小鷹が引き戻もどされることはなかった。

　小鷹と二人、再び生徒会のはじっこに待たい避ひして、今度は二人で並んで深く椅い子すに腰こしを下ろす。

　そうして二人……背もたれに体重をぐっと預けて、体力を回復させて。

「「…………」」

　腐ふ女じよ子し二人、五月蠅うるさい子供三人、またなんかバトル始めた三人、ドロドロの口喧嘩を再開させた二人という、カオスな生徒会室の中をジッと見つめた後。



　同時に、喉のどの奥から絞しぼり出だすように、声を漏もらす。



「「こんな環かん境きようで、リア充呼ばわりされてたまるかよ……」」



　それは男二人の、まさに魂たましいの底からシンクロしているような呟きだった、



　　　　　　　＊



「おーい、そろそろ帰るぞー」

　外の日が傾かたむきかけてきた頃ころ、唐突にシスター服の女性が生徒会室の戸をガラガラと開いて入室してきた。しかもその容姿たるや……。

「なんか未来のマリアちゃん来ちゃったぞおい！　小鷹！　そして夜空さん！　お前らがメタネタやりすぎたせいで、ほら見ろ、時空までねじ曲がって──」

「いやいや、杉崎君、あれマリアのお姉さんなんだ。高山ケイト。マザー・ケイトって呼ばれてる。一応、今回の俺達の引率だ」

「へ？　姉？……朝○奈みくる的なアレじゃなくて？」

　俺の発言に、夜空さんが嘆たん息そくする。

「そういうとんでも現象を隣人部に期待しないでくれるか。うちはあくまで日常系だ。そちらとは違うんだ」

　その発言に、当然の如ごとく知弦さんがつっかかる。

「はぁ？　なに、《企き業ぎよう》ネタディスってんの夜空さん」

「いや別に。しかし日常系の代表格とか先さき駆がけみたいな顔して振る舞っておきながら、《企業》とか……ふっ……」

「天才科学者（笑）キャラが居る部活に言われたくないわね」

「馬鹿な黒肉め。うちの理科は、言うほど凄すごい発明など出来ぬわ！」

　なんかあそこの会話聞いていると淀よどんだ気分になってくるため、俺達は全員無視してマザー・ケイトさんの方に向き直る。

　マリアちゃんがぎゃあぎゃあと騒さわぎ出す。

「ババアは帰れ！　一人で帰れー！　ワタシはまだくりむちゃんと遊ぶんだぞ！」

「ほぅ。ではマリアだけ夜の碧陽学園に置いて、他の隣人部は全員ひきあげるとするか」

「すいません嘘うそです帰ります帰りたいです帰らせて下さい」

　マリアちゃんが半泣きでマザー・ケイトにすがりつく。心なしかマザー・ケイトは嬉うれしそうだった。

　彼女達の背後から、俺達の顧こ問もん、真ま儀ぎ瑠る先生もかったるそうにやってくる。

「おう、お前等、なんか楽しそうじゃないか。『ありがたいお話を賜たまわる』とかいう堅かた苦くるしい企き画かくだったが、成功したようでなによりだ」

『…………』

　真儀瑠先生の言葉に、全員の動きがぴたりと静止する。

　ありがたい……お話？

　…………。

　………………………………………………！



『（もしかして結局本題入ってない!?）』



　全員ハトがバックドロップ喰くらったような顔していた。驚おどろき通とおり越こして蒼そう白はく。

「あ……えと……その……あの……」

　これには流石の夜空さんも隣人部部長として責任を感じたらしく、物もの凄すごく動どう揺ようした様子でオロオロしては、日が落ちた外を見て涙なみだ目めになり、最後になぜか小鷹を見つめる。とはいえ小鷹も話を振られてもどうしようもない。

『…………』

　結果として、会議序じよ盤ばんとはまた別種の、超ちよう重苦しい沈黙が生徒会室を満たした。事情の分かっていないマザー・ケイトと真儀瑠先生が「？」と首を傾かしげている。

　ど、どうしたものか。折角明るい雰ふん囲い気きで会議終われそうだったのに……いや会議も何も本題入ってないんだが、しかし今いま更さらそんな、ありがたい話も何も、なぁ。

　今となっては、俺達生徒会にだって理解出来る。心の底から理解出来る。

『（この隣人部が、他人にありがたいお話とか、無理だろう……）』

　なぜよりにもよって、数あるカトリック系ミッションスクールの中の、数ある部活の中から、この隣人部とかいう最悪のチョイスをしたのだ。そもそもが企き画かく倒だおれだったんじゃないか。

　俺達生徒会役員が責めるような視線を会長に向ける。会長はそれを受け……。

「……はっ！　そうか！　そうだよね！　じゃあ、こうしようじゃない！」

『？』

　一体何を勘違いしたのか、首を傾げる一同の前で、声高らかに宣言した！



「逆にこの私、パーフェクト生徒会長・桜野くりむが、隣人部の皆みんなそれぞれに、ありがたい言葉を一言ずつ授けてあげることで、お別れの言葉としようではないか！」



『（なんか言い出したぞこの子供！）』

　隣人部の方々がジト目で俺達生徒会を睨にらみ付けてくる。……しかし俺達はそっと視線を逸そらした。ごめん、隣人部……会長のこういうノリは、下手に止めるより、好きなようにさせることで台風一過を待つのが一番クレバーな選せん択たくなんだよ……。

　そうこうしている間に、会長が偉えらそうに胸を張り、たまに出るエア髭ひげを撫なでる動作をしながら隣人部の面々の前に赴おもむいた。

　そうして、端はじっこの夜空さんから順々に、偉そうに声をかけ始めるちびっこ会長。

「まず部長の、三日月夜空さん」

「は、はい」

　まるで卒業証書の受うけ渡わたしの如く、会長に呼ばれた夜空さんが反射的に一歩前に出る。直後に「なぜ私が……」等とぶつぶつ言っていたが、会長は構わず、彼女に「ありがたいお言葉」とやらを授けた。

「正直、エア友達はアウトだと思います。やめましょう」

「な──」

『（ズバッと言ったぁー！）』

　確かにある意味「ありがたいお言葉」だけども！　そんな核かく心しん突つくようなこと言わんでも！　ほら、夜空さん顔を赤くしてわなわなしているし！

　しかし会長はそれにも特に気付かない様子で続ける。

「どうしても寂さびしい時は、クマさんとキツネさんとタヌキさんによる楽しい雑談劇場『脳内アニマル会議』で乗り切ったらいいと思うよ。私はそうしてる！」

「それはある意味エア友達より危ない気がするのだが！」

　夜空さんのツッコミ虚むなしく、会長はもう隣となりの星奈様の前に移動していた。……言い逃にげかよ会長……。

　会長はなぜか、星奈様の前で「えーと」と悩なやむ仕し種ぐさ。あ、もしかして名前忘れ──

「……あ、お肉さん！」

「星奈よ！　柏崎星奈！　なによお肉さんって！」

「くく……お、お肉さん……くく」

「そこ！　夜空、笑わない！」

　夜空さんが笑いを堪こらえる中、会長は星奈様にありがたいお言葉を授ける。



「星奈さんは……金きん髪ぱつでお金持ちな時点で、もう、駄だ目めです。ばいばい」



「ええ!?」

『（超ちよう理り不ふ尽じん！）』

　しかもそれだけ言って、アドバイス授けることもなく、会長は次に行ってしまった。隣人部のメンバーは混乱した様子だったが……ごめん、隣人部の人達。これ、会長の個人的なアレなんだ……。知り合いに金髪でお金持ちの天敵が居るだけなんだ……。

　星奈様がショックを受ける中、会長は次のメンバー……理科さんに声をかける。

「なんかエロい人」

「志熊理科です。その呼び方はやめて下さい」

　小鷹がぽつりと「正確じゃねぇか……」と呟つぶやいていた。

「志熊理科さん。貴女は……」

「はい」



「普ふ通つうにアウトです」



「がーん！」

『（一番残ざん酷こくな台詞せりふだ！）』

　全員がショックを受ける中、会長が妙みように一いつ生しよう懸けん命めい続ける。

「なんかこうね、全体的にアウトっていうか、社会不適合者っていうか、隣人部の人達で一番の危険人物は誰だれかって言ったら……うん。……あ、鋭するどかったり友達作りたい気持ちとかは凄くいいと思うんだけど、その、やっぱり根本の人間性が……」

「もういいです……。ありがとうございました……」

　理科さんがしょんぼりして引き下がっていた。ああ……子供に人間性根本から否定されるって、キツイッスよね……。そうは思うものの、フォローする気にはなれない。

　続いて会長は、小こ鳩ばとちゃんの前へ。

「小鳩ちゃん」

「クク、この高貴なる夜の支配者に向かって、アドバイスとはなんたる──」



「全知全能の神たる私の方が、ずっと偉いんだからね。そこは忘れないようにね」



「え」

『（まさかの中二病対決！）』

　小鳩ちゃんは一いつ瞬しゆん呆あつ気けにとられたものの、すぐにキャラを作り直した。

「ククク、我は《神殺し》の称しよう号ごうを持つ者。神など、最早畏い怖ふすべき対象では……」

　ぐいぐい設定を追加してくる小鳩ちゃん。対して会長は、難しい言葉がよく分かっていないのか、ぽかんとした様子で淡たん々たんと返した。

「称号？　だったら私の称号はね、えーと、《完全無敵》だよ！　全然やられない！」

「く……！　た、たとえ《神殺し》の能力がキャンセルされたところで、我の力は──」

「いやまあなんにせよ、とにかく私が一番強くて偉いんだって」

「そ、そんなんずるいわー！　くりむはずるっこじゃー！」

　基本的に小鳩ちゃんより会長の方が一段低いレベルの中二病……いわば中一病のため、設定が簡素で漠ばく然ぜんとしていて、それが故ゆえに小鳩ちゃんの最強設定を上回ってしまいがちだった。中二病の子にとって一番イヤな対応だぞ、あれ……。

　小鳩ちゃんが涙目で小鷹に「あんちゃん……」とすがりつき、それを星奈様がハァハァと見守る中、会長は次へ。

「えーと、楠幸村さん。強い人間になりたいとのことだけど……」

「はい」

　他のメンバーと違ちがい、素直に応じる幸村さん。会長は満足げに続けた。



「腹筋したらいいと思うよ、腹筋！　最近私もやってるの！」



『（アドバイスレベル低っ！）』

　直接的にも程があるアドバイスだった。しかし、幸村さんはと言えば……。

「なるほど、それは目から鱗うろこでした、くりむの姉あね御ご。精進いたしたいと思います」

『（対応が大人！）』

　なにげに幸村さんはぼんやりしているようで一番ちゃんとしているのではないか。

　会長は至極ご満まん悦えつといった様子で、今度はマリアちゃんの前へ。

「マリアはね……」

「おう、なんだくりむ！　ワタシも大人だからな、どんなアドバイスでもどーんと──」



「……そのまま元気に育ったら、それでいいんじゃないかな、うん」



「うにゃ!?」

『（ここに来て妙に大人ぶったぁー！）』

　ふっ、とニヒルに笑う会長。マリアちゃんは「なんか凄すごく腹立つぞ！　ちゃんとアドバイスするのだっ、くりむ！」と取りすがるも、会長は生暖かい目で彼女を見るばかりで、それ以上何も言葉をかけてあげなかった。なんなんスか会長のそのマリアちゃんに対するスタンス……。

　そして、いよいよ最後。小鷹の前に立ち……。

「…………」

「？　な、なんですか？」

　会長はなぜか神しん妙みような表情をして、ちらっと理科ちゃんの方を向いた。そうして、一いつ瞬しゆんだけ視線のやりとりが行われたと思ったら、すぐに元の笑顔に戻もどって、小鷹に告げる。



「私は、わたあめが大好きだよ！」



「は？」

　戸と惑まどう小鷹。しかし会長は笑顔でうっとりしながら続ける。

「あとね、メロンパンも好き。あ、チョコレートも好きだけど、ケーキはショートケーキが一番好きかな！」

「はい？　えと、あの……」

「食べ物じゃなくてもね、ゲームも好きだし、漫まん画がも好きだし、アニメも好きだよ！　ライトノベルは、スニー○ー文庫のが好み！」

「いや、それは言っていいのか!?」

「それにね、それにね。……碧へき陽よう学園の皆が好きだし、今は隣人部も好きだよ！」

「あ、ありがとう、ございます？」

　小鷹の戸惑いが頂点に達したところで、会長は、今までで一番の笑顔を見せて、最後に……多分彼女が本当に言いたかったのであろうことを、告げる。



「でもなにより、好きなもののことを好きだって言うのが、私は大好きなんだ！」



「…………」

　今度は戸惑いではなく、なんだか真しん剣けんな顔をして黙だまり込む小鷹。

　会長は少し照れた様子で笑いかける。

「えへへ、それだけ。ごめんね、なんか小鷹君だけ長くて」

「いえ……ありがとうございました」

　会長にそう礼を言って、小鷹は……極めて自然に微笑ほほえんだ。そこには初めて挨あい拶さつした時のような歪いびつさなど微み塵じんもなく。とてもいい、笑顔だった。

　話が一段落したところで、真ま儀ぎ瑠る先生がパンパンと急かすように手を叩たたく。

「ほら、お前等ウダウダやってないでさっさと準備して解散しろー！」

『……はーい』

「そうだそうだ、わたしは腹が減ってるんだ。早くホテル帰ってメシ食うぞ。急げ急げ」

　マザー・ケイトも俺達を急かし始めたため、俺達は若干気け怠だるく思いながらも、それぞれ帰宅の準備を進める。

　しかし……なんだかんだ言って二人とも、会長と小鷹の話が終わるまで何も言わずきっちり待っててくれていたあたり、やっぱりいい先生だなと思った。



　そんなこんなで約五分後。隣人部のメンバーはバスで宿しゆく泊はく先に向かうと言うので、俺達生徒会は校門で、バス停に向かう彼らを見送ることにした。

　さっきまでは割と和わ気き藹あい々あい……というか喧けん々けん諤がく々がくとしていたのに、荷物の準備等で一いつ旦たん離はなれて、改めてこうして集団同士で向かい合うと妙に気き恥はずかしくなってしまい、変な沈ちん黙もくが場を満たす。

　うちの会長が「こほん！」とわざとらしい咳せき払ばらいをして切り出した。

「えと、じゃあね、隣人部の皆みんな！　気をつけて帰ってね！」

「ふん、バスでの移動に気をつけるも何も──」

「こら夜空！」

「っ！　肉の分際で私を小こ突づくなど──こほん。……ああ、まあ、その、なんだ。…………じゃあな」

　夜空さんは会長からぷいっと視線を逸そらし、酷ひどく不器用な様子で告げた、他の隣人部メンバーが苦笑する。……なぜか、いい部活だなぁと、思ってしまった。

　そのままそれぞれに別れの言葉を交わしたところで、真儀瑠先生が「そろそろバス停向かわなきゃ次の便間に合わないぞ」と急かし、隣人部のメンバーは少しだけ名残なごり惜おしそうに俺達に背をむけた。

「じゃあな」

「ああ」

　俺は小鷹にそれだけ言葉をかける。簡単なものだった。……酷く、簡単なものだった。

「ばいばーい！」

「ばいばーい！」

　隣人部が去って行く中、会長とマリアちゃんが手を振ふり合っていた。知弦さんは夜空さんと軽く視線を交わし合っていたし、深夏は深夏で「元気でなー！」と快活に声をかけ、星奈さんをちょっと照れさせている。真冬ちゃんに至っては「理科さーん！　次回のコミケでぇー！」と若干泣いている始末だ。

　でも、俺はと言えば。にこにこと、隣人部の皆に無難に手を振るだけで。

　……本当は、あいつに。小鷹に。かけたい言葉が、山ほどあったのに。

　でも、言っていいのか分からなくて。

「俺達もう友達だよな」とか。「男としてこれから頑がん張ばれよ」とか。色んな言葉が俺の中にあるのに、でもそのどれも、言ったら、小鷹を困らせてしまいそうで……。

「ほら、杉崎！」

「え」

　会長が、俺に何かを促うながすように下から見上げてくる。…………。まったく、この会長は……お子様のクセに、どうしてこういう時だけ……。

　しかし、会長命令とあらば、動かないわけにはいかない。

　俺は、意を決して、一層大きく手を振りながら、小鷹に声をかけた。

「小鷹ぁー！」

「？」

　隣人部の他のメンバーの荷物まで持たされていた小鷹が、不思議そうに振り返かえる。

　俺は、そんな小鷹に……ただ一言……。



「またな！」



　そう、声をかけた。友達だなんて決定的な言葉じゃないけど。でも。再会したいという想いを込めて。

　小鷹は、一いつ瞬しゆん困こん惑わくした表情をみせた。俺はそれを見て……苦笑し、大きく手を振るのを控ひかえる。

　……そうだよな、こんな距きよ離りあるんだし、今回ほど聞こえないフリで済む場面も、そうそう無──



「おう！　またなっ！　杉崎く……杉崎！」



　ハッとして顔を上げる。そこでは小鷹が。



　思いっきり、大きく俺に手を振ってくれていた。



　まあ直後に、勝手に隣人部の荷物を地面に置いたことで他のメンバーから殴なぐられまくっていたけど。

　それでも。

「良かったね、杉崎！」

　会長がにこっと笑い、他のメンバーも温かい表情で俺の方を見てくれていた。

　俺は少し照れて「ま、まあ男のことなんてどうでもいいんスけどね！」とだけ答え。

　隣人部が見えなくなったら、率先して碧陽学園へと引き返す。

　それに苦笑しながらついてくる、他の役員達。

　…………。

　とりあえず。生徒会室に戻ったら。



　今度は俺達が聖クロニカ学園に赴おもむく予算が組めないかという議題を、提示してみよう。



　そんな決意をした、ある寒い冬の日の、妙みように暖かい夕暮れ時だった。



    

  
    
      





本書は『コミックアライブ』２０１２年６月号ふろくに平坂読先生のコメントを加えたものです。



    

  
    
      生徒会の一存×僕は友達が少ない

特別編『コラボする生徒会』
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